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★町の人口★10,370人（＋昭）男4,867人（＋距）女5,503 (+娼）世帯合計3,646 (+31）平成6年8月31日現在（ ）は前年同月との比較です 

スポー、拠満喫 
スポーツの秋、 9月18日に保育所四園の 

合同体育の集いが開催されました。 

動物村に集ったよい子たちの元気な声が響 

いて、楽しい一日を過ごしました。 

点
 

札
 ふ

る
さ
と
 

ふ
る
き
と
 

古
里
？
故
郷
？
。
 
あ
な
 

た
は
ど
ち
ら
を
使
い
ま
す
 

か
▼
奥
田
八
二
福
岡
県
知
 

事
が
「
ふ
る
さ
と
上
随
想
」
 

の
中
で
、
「
今
は
古
里
と
書
 

く
が
、
私
た
ち
が
若
い
時
 

は
故
郷
と
書
き
、
ふ
る
さ
 

と
、
こ
き
ょ
う
と
読
ん
だ
。
 

故
郷
は
浦
島
太
郎
の
話
に
 

出
て
く
る
言
葉
の
よ
う
に
、
も
と
い
た
 

村
と
い
う
感
じ
が
す
る
が
、
古
里
と
書
 

く
と
、
古
び
た
村
、
過
疎
化
し
て
し
ま
っ
 

た
、
す
た
れ
た
里
と
い
っ
て
い
る
か
の
 

様
に
感
じ
る
。
故
郷
と
書
く
と
、
な
つ
 

か
し
い
思
い
出
、
も
と
の
友
達
が
今
も
 

住
ん
で
い
る
と
感
じ
る
が
、
古
里
と
書
 

く
と
捨
て
ら
れ
た
わ
び
し
さ
が
伴
う
」
 

と
書
い
て
い
た
▼
赤
池
を
離
れ
た
人
か
 

ら
の
手
紙
が
届
い
た
。
そ
れ
は
お
礼
の
 

手
紙
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
に
ふ
る
さ
 

と
赤
池
を
思
う
気
持
ち
が
記
さ
れ
て
い
 

た
。
「
福
智
山
や
彦
山
川
を
な
つ
か
し
く
 

思
う
と
同
時
に
、
小
川
で
友
だ
ち
と
遊
 

ん
だ
日
の
事
。
そ
し
て
、
近
所
の
人
が
 

み
ん
な
温
か
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
 

ま
す
。
」
し
か
し
、
時
の
流
れ
の
中
で
、
 

生
活
様
式
も
変
わ
り
、
急
速
に
変
化
し
 

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
 
「
故
郷
は
崩
れ
 

て
い
る
」
と
い
う
人
と
 
「
進
歩
だ
」
 
と
 

い
う
人
が
い
る
▼
ま
ち
お
こ
し
は
ふ
る
 

さ
と
作
り
で
あ
る
。
童
謡
ま
つ
り
m
赤
 

池
が
始
ま
っ
た
。
 

“
ふ
る
さ
と
）
に
つ
 

い
て
こ
の
機
会
に
考
え
て
は
い
か
が
。
 



う
 

。
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94 

童
謡
ま
つ
り
m

赤
池
 

?
 

！
腕
と
芸
に
 

． 
ョ
リ
を
か
け
て
 

ー
 
町

民

文

化

祭

ー

 

10
 

月
 29 

日
田
と
 30 

日
回
の
二
日
間
、
 

い
ろ
ん
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

●
文
化
祭
総
合
開
会
式
 

10 

月
 29 

日
 

町
民
会
館
 

●
展
示
会
 

9
時
よ
り
 

大
ホ
ー
ル
前
広
場
 

10
 

月
 29 

日
 
9
時
5
 20 

時
 

30 

日
 
8
時
 30 

分
、
 16 

時
 

町
民
会
館
内
 

絵
、
書
道
、
陶
器
、
盆
栽
、
写
真
、
 

生
け
花
、
句
、
小
・
中
学
生
作
品
 

●
ふ
れ
あ
い
教
室
 

10 

月
 30 

日
 
11
 

時
と
 14
 

時
の
2
回
 

水
墨
画
・
絵
画
・
書
道
・
華
道
・
盆
 

栽
の
質
問
教
室
で
す
。
 

の
 
だ
て
 

●
茶
道
野
点
の
会
 

10 

月
 30 

日
 
10
 

時
・
 
13 

時
 

町
民
会
館
展
示
会
場
 
特
設
会
場
 

2
百
人
分
用
意
し
て
い
ま
す
。
 

暑い夏も終わり、涼しげな秋がやってきました。 

季節は涼しくなっても、気持ちは熱く燃えていたい。 

さあ、今年も始まります「童謡まつりin 赤池あ 

ほんわりと、心があったかくなる「童謡」に、ちょっ 

と耳を傾けてみませんか。 

今年も多彩なゲストを迎え、さまざまな行事を予 

定しています。赤池町という舞台で繰り広げられる 

、、おまつりr の主役は私達一人ひとりです。 

さあ、静かな秋にまき起こる、童謡のしらべに乗っ 

て、新しい季節に朔たこう．ク 

●
囲
碁
大
会
 

10 

月
 30 

日

9
時
、
 

町
民
会
館
 
和
室
 

ま
ち
を
き
れ
い
に
し
て
 

童
謡
ま
つ
り
を
ス
タ
ー
ト
 

ー
わ
が
町
あ
か
い
け
ク
リ
ー
ン
作
戦
ー
 

赤
池
町
は
、
7
月
1

日
か
ら
ご
み
を
 

捨
て
な
い
 
「
ご
み
散
乱
防
止
条
例
」
 
が
 

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
道
路
や
空
 

地
に
は
、
空
き
か
ん
や
紙
く
ず
な
ど
散
 

ら
か
っ
て
い
ま
す
。
 

赤
池
町
地
区
公
民
館
連
合
会
で
は
、
 

今
年
も
「
空
き
か
ん
や
ゴ
、
、
、
拾
い
を
し
、
 

き
れ
い
な
赤
池
町
で
、
気
持
ち
よ
く
童
 

謡
ま
つ
り
を
迎
え
よ
う
」
 
と
ク
リ
ー
ン
 

作
戦
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
み
 

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
い
 

つ
 

10 

月
 16 

日
回
 

※
各
地
区
の
公
民
館
ご
と
に
行
わ
れ
ま
 

す。 

まちの 

統ー秋まつり 

、ノ 〔
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10月8日田～9 日（日） 
10/8 田 各地区自主運行 

9（日〉共同運行 

9時30分町民会館集合 

9時40分シャギり隊総踊り 

10時 ～ 共同運行 

のどじ自慢大会 
10/ 8 出午後7時から 

同和対策中央研修所 

各地区より代表の人が熱唱します。 

10
 
/
 16
 

③
双
務
航
ま
ち
赤
池
ク
熱
鷲
撃
作
戦
轍
 

各
地
区
で
あ
き
缶
や
h
ミ
を
拾
っ
て
深
ま
り
ゆ
く
秋
に
、
町
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
】
 

10
 

/
 29
 

●

 30
 

〇

A
赤
池
晦
民
文
化
祭
騒
 

展
変
「
 
お
蒼
本
 
囲
碁
大
会
に
将
碁
大
会
…
。
ル
好
き
）
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
 

き
ま
す
。
 

＊
と
こ
ろ
 

町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
他
 

・
じ
か
ん
午
前
9

時
ー
 

10
 

/
 30
 

●
ハ
わ
が
ま
ち
歪
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ァ
鱗
 

お
い
し
い
赤
池
、
美
し
い
赤
池
ー
。
赤
池
名
産
が
大
集
合
し
ま
し
た
。
 

＊
と
こ
ろ
 

町
民
会
館
前
駐
車
場
 

・
じ
か
ん
午
前
9
時
ー
 

10
 

/
 30
 

●
（
予
定
）
」
太
文
化
講
演
会
『
私
の
野
球
人
生
雄
一
 

熱
パ
の
仕
掛
人
ダ
イ
ェ
ー
ホ
ー
ク
ス
の
 
「
松
 
永
 
浩
 
美
」
選
手
が
、
熱
く
語
り
ま
す
。
 

＊
と
こ
ろ
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

・
じ
か
ん
午
後
1
時
、
 

の陶器まつり 
同時開催ブ 

10月29日出〈 
~30 日（日） 

各窯元を中心に開催 

11
 

/3
●
会
驚
い
敏
驚
磁
「
小
さ
な
町
。
太
き
鵬
纂
合
y
一 

ピ
ア
ノ
に
ェ
レ
ク
ト
ー
ソ
、
尺
八
や
大
正
琴
で
、
心
な
ご
む
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
見
事
に
奏
で
ま
す
。
 

＊
と
こ
ろ
 

同
相
対
策
巾
央
研
修
所
 

・
じ
か
ん
午
後
1
時
 30 
分
、
？
 

11
 

/6
●
入
第
7
回
こ
ど
も
の
歌
創
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
発
表
会
M
一
一
 

7
回
目
の
発
表
会
。
ど
ん
な
名
曲
が
誕
生
す
る
か
楽
し
み
で
す
。
今
年
も
ゲ
ス
ト
を
一
緒
に
、
 

こ
ど
も
の
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。
 

＊
と
こ
ろ
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

・
じ
か
ん
午
後
1
時
、
 

＊
ゲ
ス
ト
 

田

中

星

 児

さ

ん

 

11
 

/6
●
A
笥
民
ミ
ー
 ジ
 力
ル
『
腹
べ
こ
 

v
 

舞
台
は
不
思
議
な
レ
ス
ト
ラ
ン
。
い
ろ
ん
な
登
場
人
物
が
歌
と
踊
り
で
盛
り
上
げ
る
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
。
 

嘉
穂
劇
場
で
の
 
「
第
2
回
県
民
文
化
祭
」
 
へ
の
参
加
も
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

＊
と
こ
ろ
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

・
じ
か
ん
 
コ
ン
ク
ー
ル
発
表
会
終
了
後
 

堀
り
出
し
も
の
が
い
っ
ぱ
い
 

2
割
引
き
で
大
奉
仕
 

ー
上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
ー
 

秋
の
陶
器
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
 

●
い
 

つ
 

10 

月
 29 

日
出
・
 
30 

日
回
 

●
ど
こ
で
 
各
窯
元
を
中
心
に
 

●
内
 

容
 
商
品
2
割
引
き
で
販
売
 

3

区
チ
k
ム
初
優
勝
懸
瞬
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
リ
ー
グ
戦
 

△
チ
ー
ム
名
V
 

5 5 4 3 2 1 

位位位位位位 

8 19 12 9 14 3 
支支支支 

区所所所所区 

18 
支
所
 

20
 

支
所
 

10
 

支
所
 

7
 
区
 

A 
4 5 6 6 7 7 8 9 9 10 
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝 

緑
ケ
丘
 

2
勝
 9 8 7 6 6 5 5 2 3 2 1 勝 
敗敗敗敗敗敗敗敗敗敗敗 

V 

役
 
場
 
1
勝
 
10 

敗
 

11
 

支
所
 

1 1 
分分 券 

1 1 
分分 

まちの敬老会 
※年齢は4月1日を基準とし、 

数え年です。 

頭一一一一 貰 綱 ~ 皆 川 ョ 子 
（敬称略） 

102 歳（M 26. 1, 4 ）常福 

「’男雄 赤池町 の長寿番付 買戸鷲叫 

,＝行政区：: 

上野病院 

ー無齢（生焦月日う 

98歳 (M29.10.18) 

"'''"’ 氏 名： 

鶴 田 利 男 

名
 

ノ
 

氏
・
顧
 

：
高
 

付
】
関
 

番
 
大
 

  年・齢.く生奪舞斑）寒

99歳 (M28.9.20) 

】 ー三Iま政区」」~ 

上小路 

下 町 2 95歳 (M32.9.25) 熊 谷 兵 助 関 脇： 田 中 キ チ 98歳 (M29.4 .15) 市 津 

常 福 94歳 (M33.11.14) 村 上 正 行 小：結 定 宗 ミ 子 98歳 (M29.8.27) 中 里 

天郷荘 94歳 (M34.2 .6) 園 田 利 衛 前頭ー： 中 原 シ ズ 97歳 (M30.10.27) 高尾2 

車道1 94歳 (M34.2.15) 河 村 繁 吉 前頭ニ 落 合 ハジメ 95歳 (M33.3 .10) 天郷荘 

8 の 5 92歳 (M35.9 .7) 木 村 由 夫 前頭三：林 力 ッ ノ 94歳 (M33.5 .5) 慶寿園 

原 田 92歳 (M35.12.23) 細 川 伊 平 前頭四 箕 田 ク ミ 94歳 (M33.6 .5) 中町団地 

下小路 92歳 (M36.1.7) 熊 谷 琢 義 ：前頭五 安 井 サ メ 94歳 (M34.1.29) 高見台 

皿 山 91歳 (M36 .7.1) 岩 男 桂 治 ：前頭六：中 村 キヌイ 93歳 (M34.7.12) 東 組 

天郷荘 91歳（M36.7 .30) 江 島 儀 ― 前頭七 藤 井 ハッノ 93歳 (M34.7.29) 上小路 
いい歌、いい町、いい自然 
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ま
ち
の
話
題
 

8
月
3
日
、
赤
池
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
 

合
会
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
 

れ、 

18 

チ
ー
ム
が
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
 

げ
、
9
支
所
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

ム
 

ー
 チ

 
所
 

支
 

。

〕

 

の
 

勝
 

優
 

9
月
 11 

日
、
毎
年
恒
例
の
町
民
ソ
フ
 

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

残
暑
の
中
、
 
14 

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
 

4
パ
ー
ト
に
別
れ
て
戦
い
、
見
事
 18 

支
 

所
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

イチローには負けられぬノ 

9
月
 14 

日
に
、
老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

で
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

長
寿
を
祝
っ
て
幸
の
会
の
み
な
さ
ん
 

の
歌
や
職
員
の
踊
り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
 

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

お祝いの歌をプレゼント 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
o

石
津
弘
武
（
伏
原
）
o
 

東
城
英
男
（
町
営
伏
原
）
o

高
林
コ
ト
エ
 

（
市
場
）
o

田
口
政
法
（
上
里
）
o

小
松
政
 

治
（
大
浦
）
o

舌
間
永
育
（
薬
王
寺
）
o

河
 

野
岩
夫
（
下
西
町
）
o

松
田
定
友
（
大
和
 

町
）
o

川
村
実
（
北
町
）
以
上
九
件
で
一
一
 

十
四
万
円
で
す
。
 

【
特
別
賛
助
会
員
】
（
企
業
・
法
人
一
口
 

一
万
円
）
o

九
光
石
油
廿
一
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
、
一
般
一
口
千
円
）
 

o
池
田
等
廿
十
ロ
o

武
田
キ
ク
エ
廿
一
 

口
o

水
野
フ
ジ
エ
廿
二
ロ
o

藤
田
ツ
ユ
 

子
廿
二
口
o

中
島
サ
ナ
エ
廿
一
ロ
・
太
 

田
正
発
且
十
ロ
o

沢
永
孝
美
廿
一
ロ
o
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

行
政
相
談
会
を
開
き
ま
す
 

イ
 

九
州
管
区
行
政
監
察
過
 

行
政
相
談
制
度
は
、
あ
な
た
の
た
め
 

に
国
が
設
け
た
制
度
で
す
。
 

国
や
県
・
町
な
ど
の
行
政
に
か
か
わ
 

る
仕
事
に
つ
い
て
「
わ
か
ら
な
い
」
「
こ
 

う
し
て
ほ
し
い
」
「
納
得
で
き
な
い
」
な
 

ど
の
と
き
に
は
行
政
相
談
を
利
用
し
ま
 

し
ょ
？
つ
。
 

10 

月
 16 

日
か
ら
 22 

日
ま
で
 
「
行
政
相
 

談
週
間
」
 
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
悩
み
 

や
要
望
を
中
し
出
て
下
さ
い
。
相
談
は
 

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

．
と
き
・
と
一
」
ろ
 

・
m
月
 20 

日
困
 

10 

時
、
 15 

時
 

町
民
会
館
 

・ 
10 

月
 18 

日
因
 

11 

時
、
 15 

時
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
合
同
相
談
）
 

か
ん
 

の
 

．
相
談
委
員
 
神
野
一
郎
さ
ん
（
松
本
）
 

赤
池
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
に
次
の
 

よ
う
な
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

☆
乳
幼
児
医
療
 

出
産
後
 30 

日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
 

だ
さ
い
。
転
入
さ
れ
た
人
は
そ
の
月
 

の
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

☆
障
害
者
医
療
 

児
童
福
祉
法
・
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
 

に
よ
り
精
神
薄
弱
者
と
判
定
さ
れ
た
 

人
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
 

亀
谷
松
次
廿
十
口
 

【
寄
付
】
o

重
松
ふ
く
子
廿
五
万
円
o
 

赤
池
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
廿
八
千
円
 

o
民
生
委
員
協
議
会
廿
二
万
円
o

赤
池
 

児
童
合
唱
団
フ
レ
ン
ド
廿
三
千
円
o

匿
 

名
の
人
廿
一
万
円
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
 
o
福
祉
バ
 
ス
内
 

「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
廿
五
万
二
千
二
百
 

三
十
六
円
 

※
お
詑
び
 

9
月
号
の
賛
助
会
費
に
記
 

載
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詑
び
し
 

ま
す
。
 

村
井
ひ
と
み
廿
一
口
 

老
人
ホ
ー
ム
 
天

郷

荘

 

九
月
十
四
日
に
敬
老
会
を
行
い
ま
し
 

た
。
た
く
さ
ん
の
お
祝
い
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

o
藤
村
商
店
廿
メ
ロ
ン
o

池
田
牛
乳
店
 

(

?

 

け
た
人
で
程
度
等
級
表
の
1
級
ま
た
 

は
2
級
に
該
当
す
る
人
。
 

☆
母
子
家
庭
等
医
療
 

母
子
家
庭
の
母
と
、
母
に
扶
養
さ
れ
 

て
い
る
 18 

歳
未
満
の
児
童
。
ま
た
は
、
 

3
歳
以
上
 18 

歳
未
満
の
父
母
の
い
な
 

い
児
童
。
 

●
詳
し
く
は
福
祉
健
康
課
ま
で
お
問
い
 

合
わ
せ
下
さ
い
。
容
 28 

1
2
0
0
4
 

じ
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
 

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

試
験
と
準
備
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
 

●
試
 

験
 

い
 

つ
 

11 

月
 27 

日
回
 

ど
こ
で
 
近
畿
大
学
九
州
工
学
部
 

．
準
備
講
習
会
 

い
 

つ
 

11
 

月
 20 

日
回
 

ど
こ
で
 

田
川
地
区
消
防
本
部
 

．
受
 

付
 

10 

月
5

日
困
5
 18 

日
因
（
但
し
 

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祭
日
は
除
く
）
 

．
問
い
合
わ
せ
 
田
川
地
区
消
防
本
部
 

予
防
課
危
険
物
係
容
 44
 

1
0
6
5
0
 

健
康
が
一
番
 

： 

消
化
器
教
室
で
学
び
ま
せ
ん
が
 

、
 

福
岡
県
立
嘉
穂
病
院
 

10 

月
 29 

日
田
 
13 

時
 30 

分
 

●
ど
こ
で
 
県
立
嘉
穂
病
院
 

廿
プ
リ
ン
九
十
個
o

亀
井
商
店
廿
リ
ポ
 

ビ
タ
ン
五
十
本
o

日
本
た
ば
こ
産
業
【
 

マ
イ
ル
ド
セ
ブ
ン
八
十
個
o

ァ
ワ
ャ
呉
 

服
店
廿
金
一
封
o

赤
池
町
議
会
廿
金
一
 

封
o

毛
利
理
容
店
廿
金
一
封
o

幸
の
会
n
 

歌
、
踊
り
の
慰
問
 

このコーナーは田川市・郡の情報コーナーです。 

田川市 
（田川市美術館） 

県展（5日～10日・”書・日本画・彫刻） 

(12 日、l6日・…・瓶・礁・顎‘デザィり 

（文化センター） 

「長寿社会を考えるフェスティバル」 

10月15日12時～2時 

10月16日 9時～16時 

・基調講演「大熊由紀子さん」 

朝日新聞論説委員 
・記念講演作家「五木寛之さん」 

・トークショウタレント「山本かよさん」 

・ファミ リーミュージカル 

「テアトルハカタ」 

・アトラクション 

（映画・猿まわし・バナナのたたきうり） 

・展示関係の問い合わせ 

田川市高令者福祉課まで 

方城町 

。町民文化祭 

11月5日～6日 9時～ 

中央公民館他 

。農産物直売ふれあい市 

毎週土曜日10時～ 

医療センター前 

糸田祭町 

。町民文化祭・健康フェスティバル 

11月5日～6日 

文化福祉総合会館他 

金田 町 

。ふれあい朝市 

毎週土曜日9時～13時 

金田駅西口 

。ふるさとかなだふれあいフェスタ 

11月5日～6日 

金田町総合会館 

大任町 

しじみ祭り 

10月30日 10時～ 

彦山川六本松河川敷 

川崎町 

町民運動会 

10月23日 9時～ 

川崎小学校グラウンド 

赤 村 

「ザ・みのり」 

10月8 日～9日 

赤村福祉会館うら 

添田 町 

。田川郡身体障害者体育大会 

10月9日 9時30分～ 

そえだサンスポーツランド 

。ふる里まつり 

10月22日～23日 

10時～16時 

添田駅前広場 

。岩石（がんじ‘K )城まつり（端側） 
10月23日14時～16時 

添田公園岩石城～添田駅前 

。英彦山紅葉まつり 

11月3日13時～15時30分 

豊前坊駐車場 

香春町 

。ふれあい朝市 

毎週 日曜日 8時～ 

役場前広場 

10 月福祉センターの行事 
。休館 日 3日、10日、15日（敬老会のため） 

16日、17日、24日、31日 

。心配ごと7日、18日、27日 
相 談 （午前11時～午後3時30分まで） 

。健 康11日 
相談 日 （午前10時30分～午後2時まで） 

。仏教講演会 13日（午前11時より） 

。演 芸入館者の方へ自由に 
舞台を提供しています。 

ぐ祉バス運行平常通り運〒テします。ノ
 難
エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

ダ

ン

ス

な

ど

が

ベ

ス

ト

 

麟
で
才
ノ
。
 
班m
里
は
は
下
勿
四
。
 
雷
中
助
D

や
h
ノ
す
 

5

運
動
と
骨
づ
く
り
 

吸
し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
を
骨
 

難
 
》唯v 

に
沈
着
さ
せ
る
に
は
運
動
が
必
 

織
 
耐
 
要
で
す
o
 

麟
 

病
気
な
ど
長
期
入
院
を
し
て
い
る
人
 

麟
で
は
、
1
週
間
で
1

％
、
数
力
月
で
 10 

締
5
 20 

％
減
少
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

鵬
ま
た
、
無
重
力
状
態
で
長
期
に
宇
宙
に
 

一
一
滞
在
し
て
い
た
宇
宙
飛
行
士
が
地
球
に
 

」
「
帰
還
し
た
と
き
、
立
つ
こ
と
が
で
き
な
 

「
か
っ
た
の
は
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
。
 

吐
】
骨
量
が
減
り
、
筋
力
が
低
下
し
て
い
る
 

』
）
一
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
す
。
 

一鵬
 

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防
、
改
善
の
た
 

麟
め
の
運
動
、
す
な
わ
ち
骨
を
鍛
え
る
た
 

麟
め
の
運
動
は
骨
に
体
重
を
か
け
る
運
動
 

麟
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
っ
 

麟
て
骨
を
つ
く
る
細
胞
（
骨
芽
細
胞
）
が
 

鶏
刺
激
さ
れ
、
よ
い
結
果
が
で
る
の
で
す
。
 

」（一 

中
年
以
降
は
、
軽
い
ゆ
っ
く
り
し
た
 

饗
襲
講
鷺
裂
謙
拡
舞
 

で
す
。
無
理
は
禁
物
。
運
動
の
や
り
す
 

麟
ぎ
は
逆
に
負
担
に
な
り
ま
す
し
、
激
し
 

麟
い
ス
ポ
ー
ツ
は
関
節
障
害
の
も
と
に
な
っ
 

鵬
た
り
、
心
血
管
系
の
事
故
に
つ
な
が
っ
 

「
「
た
り
し
ま
す
。
運
動
中
に
会
話
で
き
る
 

)
）
く
ら
い
の
強
さ
で
あ
く
ま
で
 
「
ニ
コ
ニ
 

鵬
コ
ペ
ー
ス
」
が
基
本
で
す
。
 

麟
 

特
に
高
齢
者
の
運
動
は
、
関
節
に
無
 

，
理
の
な
い
運
動
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
 

馴
す
。
 
こ
う
し
た
条
件
に
当
て
は
ま
る
の
 

細
は
、
散
歩
、
買
物
、
軽
い
体
操
、
ゲ
ー
 

撫
ト
ボ
ー
ル
、
日
本
舞
踊
な
ど
で
す
。
 

．
内
 

容
 

①
大
腸
癌
の
早
期
診
断
と
そ
の
治
療
 

嘉
穂
病
院
内
科
医
 
落
合
利
彰
氏
 

②
便
秘
の
予
防
 

嘉
穂
病
院
看
護
婦
三
谷
さ
だ
子
さ
ん
 

．
受
講
料
 
無
料
 

．
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

県
立
嘉
穂
病
院
 
第
一
病
棟
容
0
9
 

4
8
1
 22 

1
3
7
4
0
番
ま
で
 

「
地
域
交
流
運
動
会
」
の
 

ノ
 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
 

精
神
に
障
害
を
も
つ
人
に
優
し
い
 

・
田
川
を
つ
く
る
会
 

田
川
市
郡
の
精
神
科
に
入
院
・
通
院
 

し
て
い
る
人
達
と
の
交
流
運
動
会
で
す
。
 

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
 I 

驚
熱
難
羅
・
曹
癌
。
癖
燕
響
難
）
(
 

人
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。
 

●
い
 

つ
 

10 

月
 30 

日
回
 
10 

時
、
 

．
ど
こ
で
 

田
川
小
学
校
運
動
場
 

●
内
 

容
 

ゲ
ー
ム
、
リ
レ
ー
、
踊
り
 

な
ど
、
紅
白
に
別
れ
ま
す
。
 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
募
集
 
当
日
お
手
伝
 

い
で
き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

●
問
い
合
わ
せ
 

田
川
保
健
所
谷
 44 

ー
 

0
6
6
6

（
担
当
、
川
厚
、
細
田
）
 

．
や
っ
・
て
み
ま
せ
ん
か
ー
・
 

青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集
 

/
 

福
岡
県
国
際
交
流
き
 

募
集
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

．
い
 

つ
 

10 

月
 20 

日
と
 11 

月
 21 

日
 

18 

時
 30 

分
か
ら
 21 

時
 

．
ど
こ
で
 
小
倉
K
M
M

ビ
ル
 

4
階
 

競
難
柵
（
轍
 

5
 

左
記
の
グ
ラ
フ
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
 

始
め
た
女
性
と
や
め
た
女
性
で
、
4
年
 

間
の
う
ち
に
骨
の
量
が
ど
れ
だ
け
変
化
 

し
た
か
を
調
べ
た
も
の
で
す
。
 
確
か
に
運
 

動
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

以
上
ど
ん
な
運
動
で
も
よ
い
の
で
す
 

が
、
普
段
の
暮
し
で
ま
め
に
体
を
動
か
 

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
基
本
的
に
は
、
 

座
り
込
む
時
間
を
少
な
く
し
、
立
っ
て
 

い
た
り
、
立
ち
仕
事
を
し
た
り
す
る
こ
 

と
、
短
時
間
電
車
に
乗
る
場
合
、
席
が
 

あ
っ
て
も
立
っ
て
い
る
、
時
間
が
あ
れ
 

ば
歩
く
、
で
き
れ
ば
小
走
り
に
走
っ
た
 

り
す
る
…
つ
ま
り
常
に
、
骨
に
負
担
を
 

か
け
、
刺
激
を
与
え
続
け
る
こ
と
が
重
 

要
で
す
。
よ
く
家
事
を
し
て
い
る
人
は
 

そ
れ
だ
け
で
も
か
な
り
運
動
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
吸
収
す
る
た
 

め
に
ビ
タ
ミ
ン
D

が
必
要
で
す
。
食
事
 

で
と
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
日
 

光
の
紫
外
線
で
ビ
タ
ミ
ン
D

を
合
成
す
 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
外
に
出
る
 

こ
と
も
大
切
で
す
。
 

ど・つ 

ぞ
、
楽
 

し
い
気
 

持
ち
で
 

皿一 

「
し
よ
 

う
症
の
 

予
防
に
 

励
ん
で
 

下
さ
い
。
 
量
 

0
.
5
 

~.4
 

の
 

骨
 

▼
 

一k 嘱
離
 

1983 I 987 1883 1987 
Aさん（卵歳） B さん（加歳） 

囲碁同好会だより 

9月例会成績 

優勝者 
A パート 焼山文明さん（高尾） 
B パート 池田勝彦さん（土の原） 

10月例会 

9日（日）9:30 -17:00 町民会館和室 
30日（日）9:00～囲碁大会町民会館 

お好きな方もどうぞ 

日高会長より 

麟麟~瞬議鱗議難麟 「」一 

「

一

 

』一 
（一 
』一 
)(? )m 緯一 

（
驚
蕪
灘
一
（
舞
鷺
灘
識
難
難
麟
鷲
灘
蕪
難
舞
轟
 

．
内
 

容
 
派
遣
の
シ
ス
テ
ム
や
待
遇
 

等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

ま
た
、
隊
員
卵
・
叫
の
体
験
発
表
も
 

あ
り
ま
す
。
入
場
料
、
予
約
等
は
一
 

切
不
用
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
 

．
問
い
合
わ
せ
 
福
岡
県
国
際
交
流
課
 

容
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1
1
番
 

（
内
線
2
4
7
5
) 
ま
で
 



(6) 
~ 

か
 

こ
ん
 

劉

せ

 

化

ま

 

文

し

 

加

展

 

ま

出

 

も
 

た
 

な
 

あ
 予

防

・

検

診

・

相

談

 

日
頃
か
ら
、
趣
味
で
作
っ
た
も
の
を
 

商
工
会
（
申
し
込
み
用
紙
に
記
入
し
 

販
売
し
た
い
が
場
所
や
機
会
が
な
い
と
 

て
下
さ
い
）
 

晋
 28
 

1
5
~
5
5
番
 

m」
灘
舞
警
月
）

一
一
舞
響
舞
麟
纏
競
鷺
一
一
 

n
麻
し
ん
（
生
後
 118 

カ
月
、
 36
 

ケ
n
） 

・
開
催
日
 
110 
月
 3～
 日
同
9
時
よ
り
 

／
 

陸
上
自
衛
隊
飯
塚
駐
屯
地
、
 

o 11
 

月
2
日
困
 

町
立
病
院
 

・
場
 
所
 
第
 115 

回
商
工
ま
っ
り
会
場
 

．
い
 

っ
 
110 

月
 3～
 日
回
 

9
時
、
 

13
 

時
 30
 

、
 14
 

時
 30
 

分
 

（
町
民
会
 

駐
車
場
）
 

．
ど
こ
で
 
飯
塚
駐
屯
地
 

n
乳
児
相
談
（
生
後
4

・7

・ 1~
 

） 

・
募
集
内
容
 

．
内
 
容
 
車
両
パ
レ
ー
ド
や
模
擬
戦
 

o 10
 

月
 17
 

6
囲
町
民
会
館
 

o
趣
味
の
手
作
り
品
の
販
売
あ
る
い
は
 

闘
展
示
、
模
擬
売
店
、
子
供
広
場
等
 

10
 

時
、
 11
 

時
 

バ
ザ
ー
を
行
い
た
い
個
人
や
団
体
（
そ
 

．
問
い
合
わ
せ
 
飯
塚
駐
屯
地
広
報
室
 

n
検
診
結
果
説
明
会
 

れ
を
業
と
し
て
い
る
も
の
は
除
き
ま
 

谷
0
9
4
8
1
 22
 

1
7
6
5
1
ま
で
 

10

 

月
 19

 

8
. 2~

 

6
. 21
 

B
町
民
会
館
 

す
）
5
、
6
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
） 

リ不

動

一産

飯

操

税

め

霧

事

」

 

13
 

時
 30
 

分
、
 1
' 5
時
 
健
康
手
帳
持
参
 

o
畳
2

枚
分
の
場
所
を
提
供
し
ま
す
0
 

」
ト
事
戸
・
一
一
舞
舞
」
臨
」
轟
無
審
「
議
り
ぐ
一
一
 

浄
ぶ
る
さ
と
フ
エ
ア
一
に
 

ノ 

た
だ
し
、
水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
設
備
 

瑞響糞繊議難繊 

田
川
県
税
事
務
叫
 

麟
お
店
を
出
し
は
携
ゆ
又
o
H
」」「』『」用意下さい0

次の場合、取得した土地の不動 

（
」
詳
線
議
A
 I
7
 

1) 【 L.4
J
- 「 1
0
 

C')
i 

い it
S 

雛「」 
4
4
},
, 

iL
k
1 
讐贈2
年以内 

難

嚇

価

 

に
断
 

静
 
変
 

1
 
く

月

⑩

 A
～ 

珊
 
椎
 

い
 

に

対

 

人

経

机

 

内
 

軌

和

翻

容

 
嚇
 

ト
い
 

に

机

軌

町

-

 I! 

m
 
C' 

.
 
●
 

●
 
●
 

●
 

せ

お

れ

 

●
 

●
 
●
 

●
 
●
 
●
 

●
 

●
 

．
 

.
 
．
 
●
 

．
 
.
 

ー
 

JJ 

■
 

．
い
 

っ
 

111 

月
 2~
 8
回
 

．
ど
こ
で
 
福
智
高
校
（
田
川
市
伊
田
）
 

．
申
し
込
み
 

110 
月
5
日
、
 25 

B
ま
で
 

．
問
い
合
わ
せ
 
田
川
商
工
会
議
所
 

容
 44
 

1
3
1
5
～
番
ま
で
 

／ 

田
川
商
工
会
議
所
、
 

腕
黙
ぬ
1
L
ま一せ 
Ic' 

編
灘
離
難
艦
難
ぎ
簿
二
譲
検
定
試
験
：
 

に
、
そ
の
土
地
に
住
宅
を
新
築
し
た
。
 

ま
た
、
1
年
以
内
に
そ
の
土
地
の
上
 

に
あ
る
既
存
住
宅
を
取
得
し
た
。
 

②
土
地
を
取
得
し
た
日
前
1
年
の
間
に

、 

そ
の
土
地
の
上
に
住
宅
を
新
築
し
て
 

い
た
。
ま
た
は
、
同
期
間
内
に
、
そ
 

の
土
地
の
上
に
あ
る
既
存
住
宅
を
取
 

得
し
て
い
た
場
合
。
 

n
問
い
合
わ
せ
 

田
川
県
税
事
務
所
 

容
 44
 

4

1

1
内
線
2
1
6
番
 

 I 
芸どねや 言れか私は食ス ～. 
大最 。野暑 っ な ら は ど欲 ポ み くー， ， 編生絡配 l i 
食高魚菜いてんー, ，、のの 】 な ＼レ」一一二二二二／ 
の で ＆ 、頁 い か1 も ーー秋 ッ き 
私子二旬0)主ご誓ラ秋，.' 0)え車し響9 かんり 

手＝薮磐翼鴛婆 ~7 霧難言競 
，三で去誰さ欲倉算で読'I]' いかふしるま記 

I i- 鰭鐙難舞 器嘉霧籍 
昇＝rゲ鷲勢.？禁亡一。秋苦 過せとカといS tl 
愁芝シト“密蛋も阜をみ 、二 ごんも 。ま秋夏 
味ンいだで雲え克ニなそ早 しが年夏子ぞ系 
三マでもすど0 てへ示さ し二、 て 、の只か桑終 

- 


